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研究成果の概要（和文）：本研究は19世紀中葉から21世紀にいたる図書館の歴史的展開を、新たな視点で解明している
。「サービスの提供」という基本的価値に、1960年代から「資料や情報へのアクセスの保障」と「図書館記録の秘密性
の保護」という価値が加わり、これらの3つの価値は思想的、実践的に20世紀末に向けて深められていった。しかし21
世紀に入り、「アクセスの保障」と「秘密性の保護」という価値は、社会や技術の変化を受けて揺らぐとともに、それ
らを意識した図書館の理論や実践が生まれている。本研究は広範な一次資料の発掘や実践の研究を通じて、こうした歴
史的展開を実証的に解明し、一般図式を提供した。

研究成果の概要（英文）：The present study has clarified historical development of the library from the 
middle of the 19th century to the 21st century by a new perspective. Values "access" and 
"confidentiality" joined basic traditional value "service" in the 1960's. These three values were 
deepened toward the end of the 20th century. However, with entering the 21st century, social and 
technological changes have made "access" and "confidentiality" decreased. Under these circumstances, many 
innovative nontraditional services are developed and tried such as learning commons, library as a third 
place, and so on. The present study empirically clarified such historical development.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 21 世紀になり、インターネットに代表さ
れる技術的変化によって、建物としての図書
館は過去の産物とする論調がある。また国際
テロリズムによって、社会のセキュリティを
求める動きが高まり、それとともにプライヴ
ァシーが軽視される状況が生じている。それ
は図書館利用者のプライヴァシーや図書館
記録の秘密性の問題として、図書館でも大き
な関心になっている。 
 
(2) 上記のような技術的、社会的変化を受け
て、図書館はさまざまな工夫をしている。例
えば、「場としての図書館」、ラーニング・コ
モンズ、コーヒー・ショップを付設する図書
館、住民自体が館内で企画を行う図書館など、
多種多様な取り組みがなされている。すなわ
ち 21 世紀の図書館に向けて、図書館は模索
をしている状況にある。 
(3) 上記のような図書館状況を受けて、現実
のサービスについて、個別実証的な研究は非
常に多く存在する。そうした個別研究はとも
かく、21 世紀の図書館が置かれている状況を、
図書館の歴史的展開を視野に入れて、図書館
史全体の中で、その意味を考えるという研究
は皆無といってよい。 
 
２．研究の目的 
(1) このような研究状況を踏まえて、本研究
は歴史的視座を持ち込むことで、21 世紀の図
書館状況を全体的に明らかにすることを目
的とした。すなわち現在試みられている個別
的な多様なサービス全体を解釈する、一般図
式の提供を目的にしている。 
 
(2) より直接的には、上記の目的を達成する
ために、「サービスの提供」「資料や情報への
アクセスの保障」「利用者のプライヴァシー
や図書館記録の秘密性の保護」という現代公
立図書館の基本的な価値とその展開を、歴史
的に追求し、特に 21 世紀に入っての価値の
変容を説明することで、公立図書館の解釈に
について一般図式を提出することを目的に
した。  
 
３．研究の方法 
(1) 上記の「サービスの提供」「アクセスの
保障」「秘密性の保護」という 3つの価値は、
川崎のこれまでの研究から現在の公立図書
館の基本的な価値として抽出したものであ
る。これを図書館史の時代区分と結びつけ、
(a)19 世紀中葉から 1960 年代までを「サービ
ス」の時代、(b)1960 年代から 20 世紀末まで
を「サービス」「アクセス」「秘密性」が三位
一体的に展開する時代、(c)21 世紀をそうし
た価値、とりわけ「アクセス」「秘密性」と
いう価値に揺らぎが生じる時代と把握し、そ
うした各時代の図書館状況を社会状況を土
台に、記述するという方法を用いた。 
(2) そのために、メディア、マイノリティ、

女性図書館理論について造型が深い吉田右
子（筑波大学）、マイノリティ、多文化サー
ビスを研究する小林卓（実践女子大学）、日
本の図書館の歴史を研究する三浦太郎（明治
大学）、21 世紀の図書館サービスの特徴の 1
つであるラーニング・コモンズを研究する呑
海沙織（筑波大学）を連携研究者とし、相関
図書館学方法論研究会を設けて、本プロジェ
クトを進行させていった。 
 
(3) 例えば現代の公立図書館の基本的な3つ
の価値が設定された 1960 年代については、
アメリカ図書館協会文書館、ニューヨーク・
パブリック・ライブラリー、コーネル大学、
ブルックリン・パブリック・ライブラリーな
どで、新たな 1次資料を幅広く発掘、収集し
た。概して、構想、方法の点でオリジナル性
が、極めて高いプロジェクトにした。 
 
４．研究成果 
本プロジェクトの研究成果を3つの時代に

分けてまとめる。 
 
(1) 「サービス提供」の時代（19 世紀中葉か
ら 1960 年代まで）：すべての人へのサービス
を提供するについて、最も基礎となる「図書
館の設置」、「利用資格の撤廃」、「メディアの
受容」を取り上げ、おのおのの歴史的展開を
明らかにした。「図書館の設置」については、
図書館サービスを遍在させるために、自治体、
19 世紀末から州・カウンティ、第 2次世界大
戦後から連邦という、次第に大きな行政の枠
が介入し、図書館設置を援助してきたことを
明らかにした。「利用資格の撤廃」について
は、公立図書館の発足当初、公立図書館は学
校での教育を継続、拡大する施設と考えられ、
子どもを対象にしていなかった。子どもへの
図書館サービスが本格化するのは 1890 年代
からである。また第 2次世界大戦後になって
も、南部の黒人は南部の大都市の中央館を利
用できず、黒人が運営する黒人のための貧弱
な図書館サービスしか受けられなかった。こ
うしたグループの属性による図書館利用の
制限は撤廃され、現在ではだれもが公立図書
館を利用でき、グループの属性による利用の
拒否は過去のことと考えられている。しかし
21 世紀に入っても、例えば未登録移民者や子
どもへの性的犯罪者の図書館利用を禁止す
るという動きが実際に生じていることを明
らかにした。「メディアの受容」については、
公立図書館がほとんどすべてのメディアを
利用や広報のために取り込んできたことを
指摘するとともに、特に日刊新聞というメデ
ィアについて詳しい分析を行った。そして日
刊新聞の提供は、階級と非常に結びついてい
ることを明らかにした。すなわち大都市中央
館をみると、そうした図書館は中産階級の価
値を反映し、それを維持する施設であるが、
日刊新聞は労働者と結びつき、それがために
さまざまな問題があることを指摘した。例え



ば、大都市中央館は玄関に最も近いところに
新聞室を配置しているが、これは利用者の便
宜のためではなく、日刊新聞の常連読者であ
る労働者を館内深くに入らせないためであ
った。これはいままでにない知見を実証的に
明らかにした部分である。 
 
(2)「三位一体の時代」（1960 年代から 20 世
紀末まで）：この時代は現代公立図書館の価
値である「アクセスの保障」と「秘密性の保
護」が形成された時代であり、本プロジェク
トが最も力を入れた時代である。ここではま
ず公民権運動を起点に、住民へのサービスと
いう考えに加えて、住民の知る権利の保障と
いう考えが出現し、それが図書館に具体的に
どのような形で現れてきたのかを明らかに
した。そこでは社会的責任、アウトリーチ、
マイノリティがキーワードになる。具体的に
は、アメリカ図書館協会での社会的責任をめ
ぐる路線対立、同性愛や平等保護修正案
（ERA）をめぐるアメリカ図書館協会での議
論と運動（吉田右子）、エスニック・マイノ
リティへのサービス（小林卓）、ブルックリ
ン・パブリック・ライブラリーにおけるアウ
トリーチ・サービスの実際（中山愛理（大妻
女子短期大学））を各論として研究した。い
ずれも、アメリカ図書館協会文書館や当該図
書館の 1次資料を発掘して、実証性の高い研
究にした。次に、ヴェトナム反戦運動への取
り締まりが契機となり、法執行機関が公立図
書館に爆発物に関する図書を利用した人の
貸出記録を求めるという事例が生じた。これ
は図書館利用の前提を揺るがす事件であり、
アメリカ図書館協会は図書館記録の秘密性
を保護する方針を定めるとともに、図書館記
録の秘密性を定める州法の採択に動いてい
く。こうした法執行機関の動きと図書館の態
様について、実証的な研究を進めた（高鍬裕
樹（大阪教育大学））。 
 
(3)「揺らぎと展開の時代」（21 世紀）：「アク
セスの保障」と「秘密性の保護」という基本
的な価値は 21 世紀に入って揺らいできた。
20 世紀まで文献の蓄積、保存、利用の最終的
なより所は図書館や文書館であったが、21 世
紀に入りインターネットによって、図書館の
独占が大きく揺らいできた。「資料や情報へ
のアクセスを保障する」という図書館の基本
的価値は、相対的に 20 世紀よりも低くなっ
てきた。また合衆国愛国者法（2001）の成立
によって、セキュリティへの関心がプライヴ
ァシーへの関心を大きく上回るようになり、
図書館の原則である利用者のプライヴァシ
ーと図書館記録の秘密性の保護という価値
が揺らいできた。こうした 2つの価値が揺ら
でいることを視野に入れ、図書館は新たな図
書館サービスの試みを行っている。とりわけ
図書館という「場」についての関心が理論的、
実践的に高まっている。そうした状況を視野
にいれて、今後の図書館のあり方を考える前

提を構築するという観点から、北欧の公立図
書館の最新の動向（吉田右子）、ラーニング・
コモンズ（呑海沙織）、「第 3の場としての図
書館」（久野和子（神戸女子大学））などにつ
いて新たな研究を行った。 
 
(4)こうした研究成果は最終的に以下の図書
として、2015 年 2月に刊行した。川崎良孝編
著『図書館トリニティの時代から揺らぎ・展
開の時代へ』京都図書館情報学研究会発行, 
日本図書館協会発売, 2015 年 2 月, 497p. 本
研究プロジェクトの連携研究者である吉田
右子、小林卓、呑海沙織に加えて、アンドリ
ュー・ウェルトハイマー（ハワイ大学）、中
山愛理（大妻女子短期大学）、高鍬裕樹（大
阪教育大学）、北村由美（京都大学）、久野和
子（神戸女子大学）、安里のり子（ハワイ大
学）などが、本書の執筆に加わった。 
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